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男
女
共
同
参
画
と
は

　
※
S
D
G
s
の
課
題
の
１
つ
で
あ
り

近
年
、
認
織
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
男
女
共
同

参
画
」
や
※
「
L
G
B
T
Q
」
と
い
っ
た

言
葉
。
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
意
味

は
知
ら
な
い
と
い
っ
た
方
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

「
男
女
が
、社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
第
２
条
で
定
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
男
女
の
平
等
が
保
た
れ
、
様
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
男
女
の
性
を
尊
重
し
つ
つ

活
躍
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

女
性
視
点
で
の
避
難
所
運
営

東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
で
避
難

所
で
の
生
活
を
送
っ
た
女
性
か
ら
は
女
性

視
点
で
の
避
難
所
運
営
が
必
要
だ
と
い
う

声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
不
自
由

な
く
過
ご
せ
る
避
難
所
の
運
営
を
す
る
に

は
計
画
、
準
備
な
ど
の
段
階
で
年
齢
や
性

別
に
関
わ
ら
ず
様
々
な
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
責

任
者
に
女
性
も
加
わ
る
こ
と
で
、
生
活
の

質
や
安
全
が
保
た
れ
る
と
の
見
方
も
あ
り

ま
す
。

　
今
回
は
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
こ
ど

も
や
女
性
、
高
齢
者
が
災
害
時
や
避
難
所

で
安
心
し
て
過
ご
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
特
集
し
ま
す
。
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「
男
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共
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参
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点
か
ら
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「
男
女
共
同
参
画
視
点
か
ら
の
防
災
」

◀
左
の
例
で
改
善
で
き
る
も
の
（
例
）

・
世
帯
ご
と
に
高
め
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
用

の
板
を
設
置
す
る
。

・
着
替
え
ス
ペ
ー
ス
や
授
乳
場
所
の
確
保

を
す
る
。

・
生
理
用
品
の
配
給
や
相
談
等
を
女
性
の

職
員
が
行
う
。

他
に
こ
ん
な
事
例
も

・
こ
ど
も
が
夜
泣
き
し
て
、
周
り
か
ら
「
う

る
さ
く
て
眠
れ
な
い
」
と
文
句
を
言
わ

れ
た
。

・
乳
幼
児
と
ず
っ
と
一
緒
に
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ト
イ
レ
や
食
事
、
自

分
の
身
の
回
り
の
整
理
、
避
難
所
運
営

の
協
力
等
も
全
く
で
き
ず
精
神
的
に
辛

か
っ
た
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
：
２
０
１
５
年
９
月
25
日
に
国
連
総

会
で
採
択
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
17
の
国
際
目
標
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
：
L
G
B
T
Q
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア

ン
、ゲ
イ
、バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
言
葉
で
、
性
的
少
数
者(

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ)

を
表
す
総
称
の
１
つ
。

参考：男女共同参画局「平成 24年版男女共同参画白書」

実際の避難所の生活で困った事例
例1：シャワーや入浴があまりできない

例2：着替えができない

例3：プライバシーが確保されていない

例4：相談できる相手がいない

例5：トイレの数が少ない
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多
様
性
を
理
解
し
よ
う

　
日
常
生
活
は
勿
論
、
災
害
時
に
は
左
記

の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
人
も
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
：
避
難
所
で
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
を
受
け
た
り
、
避
難
所
で
探
さ
れ

遭
遇
し
、
危
険
な
状
態
に
お
か
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

乳
幼
児
：
免
疫
力
が
未
熟
な
こ
と
に
よ
る

風
邪
の
罹
患
、
哺
乳
状
況
か
ら
脱
水
症

状
や
オ
ム
ツ
か
ぶ
れ
等
、
衛
生
環
境
へ

の
配
慮
が
必
要
で
す
。

妊
産
婦
：
リ
ス
ク
の
な
い
妊
産
婦
は
い
ま

せ
ん
。
妊
婦
、
産
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響

を
知
り
、
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
方
：
平
常
時
の
介
護

支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、
排
泄
や
入
浴
な

ど
も
困
難
が
生
じ
、
状
態
が
進
行
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
：
生
ま
れ
つ
き

の
身
体
の
性
と
本
人
の
性
に
関
す
る
認

識
が
一
致
し
な
い
た
め
、
共
同
生
活
を

前
提
と
し
た
避
難
生
活
に
困
難
を
抱
え

や
す
い
で
す
。

外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
方
：
日
本
語
が

わ
か
ら
な
い
、
多
言
語
の
表
示
が
な
い
、

そ
の
よ
う
な
際
、
避
難
行
動
や
避
難
生

活
で
困
難
に
直
面
し
て
し
ま
い
ま
す
。

防
災
グ
ッ
ズ
を
備
え
よ
う

　
災
害
は
学
校
や
職
場
、
家
へ
の
帰
り
道

い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
普
段
か
ら
災
害
に

備
え
て
防
災
グ
ッ
ズ
を
備
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
い
る
家
庭

・
粉
ミ
ル
ク

・
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

・
哺
乳
瓶

・
乳
幼
児
用
の
お
水
（
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く

含
ま
な
い
も
の
）

・
紙
お
む
つ

・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
バ
ス
タ
オ
ル

・
母
子
手
帳

高
齢
者
の
い
る
家
庭

・
大
人
用
紙
お
む
つ

・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
常
用
薬

・
薬
手
帳

・
介
護
手
帳

・
眼
鏡

・
補
聴
器

・
折
り
畳
み
杖

自
宅
の
防
災
を
考
え
よ
う

　
災
害
が
多
い
日
本
で
は
、
家
庭
で
の
防

災
対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
地
震
や
台

風
、
洪
水
な
ど
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
、
家
族
全
員
が
安
全

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
し
っ
か

り
と
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
出
入
り
口
や
通
路
に
は
も
の
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ど
も
や
高
齢
者
の
い
る
部
屋
に
は
大

き
な
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
家
の
中
の
大
き
な
家
具
や
高
い
所
に
置

か
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
Ｌ
字
金

具
や
ベ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
災
害
が
起
き
た
と
き
の
連
絡
方
法
や
避

難
場
所
、
こ
ど
も
の
迎
え
等
、
実
際
に

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
家
族
と
共
有
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

被
災
時
の
防
犯
を
考
え
よ
う

　
災
害
時
に
お
い
て
は
、
治
安
の
維
持
も

課
題
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
実
際
、
災
害

地
以
外
か
ら
窃
盗
団
が
入
り
込
む
こ
と
や

性
犯
罪
等
の
犯
罪
被
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
け
っ
し
て
珍

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
警
察
官
に
よ
る
巡
回
を
は
じ

め
、
自
主
防
犯
組
織
や
消
防
団
に
よ
る
地

域
の
見
守
り
体
制
の
強
化
、
女
性
、
こ
ど

も
に
対
す
る
性
犯
罪
防
止
策
、
相
談
体
制

強
化
等
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
で

は
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
主
に
２
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
つ
目
は
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
で
す
。
避

難
所
で
は
暴
力
や
性
犯
罪
を
受
け
た
際
に

声
を
あ
げ
に
く
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
道
を
歩
い
て
い
て
盗
人
か
ら
被
害
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
も
効
果
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
補
助
錠
で
す
。

災
害
発
生
時
や
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
間
、
家
を
空
け
て
い
る

時
間
が
長
く
な
り
空
き
巣
の
被
害
に
あ
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
上
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
際
、
警
察
庁
の
調
査
に
よ
る
と
空

き
巣
は
無
施
錠
の
部
屋
か
ら
の
侵
入
に
次

い
で
、
窓
か
ら
の
侵
入
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
侵
入
さ
れ
る
可
能
性

の
高
い
ド
ア
や
窓
に
は
防
犯
対
策
を
講
ず

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

33



地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
し
よ
う

　
災
害
時
に
は
予
期
し
て
い
な
い
問
題
や

避
難
場
所
、
家
か
ら
持
ち
出
す
物
等
、
普

段
落
ち
着
い
て
い
る
と
き
で
あ
れ
ば
わ
か

る
こ
と
で
も
頭
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し

ま
う
と
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
す
る
に
あ
た

り
こ
ど
も
の
学
校
の
お
迎
え
や
災
害
の
情

報
共
有
等
、
自
分
一
人
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
で
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
際
、
地
域
住
民
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
防
災
面
で
発
揮
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
区
へ
の
加
入
や
日
頃
か
ら
近
隣

住
民
へ
の
あ
い
さ
つ
、
近
況
報
告
等
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
頃
の
備
え

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
誰
の
身
に
起
き
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
イ
メ
ー
ジ

を
し
な
が
ら
、
家
族
で
一
度
情
報
を
共
有

し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
町
で
は
災
害
が
発
生
し
た
際
の
避
難
所

や
避
難
行
動
の
流
れ
（
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
）、
地
震
や
火
災
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
際
の
対
策
が
記
載
さ
れ
た
「
越
生

町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
全
世
帯
に
配
布
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
１
回
土
砂
災
害

訓
練
（
梅
園
地
区
）
や
初
期
消
火
訓
練
や

避
難
所
開
設
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
等
を

含
ん
だ
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に

　
避
難
所
で
の
生
活
で
は
男
性
や
女
性
、

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
人
が
避

難
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
避
難
所
の
運

営
、
指
示
は
男
性
が
や
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
避
難
所
を
運
営
す
る
に
は
偏
っ
た
意

見
や
偏
見
に
囚
わ
れ
ず
、
性
的
少
数
者
と

い
っ
た
方
の
意
見
も
尊
重
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

令和 6年度越生町男女共生フォーラムを開催します！
昨年度の来場者の方の声

性差別に対する意識は数年前より高まりつつあると思いますが、「無意識」の行動行為は結構ある
と思います。このような講演を通じて意識を共有し、高めていくことの大切さを感じました。

すべての男女が対等な社会参画を目指すのに女性も積極性を持たなくてはならないと思いました。
分かりやすい説明がよかったです。

フォーラムを通じて男女共同参画について考える貴重な時間になりました。ありがとうございま
した。

70代
女性の方

70代
女性の方

40代
男性の方

詳細は次のページにて

越生町防災マップ

令和６年度防災訓練の様子
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～男女共同参画の視点から考える～

３月８日（土）

「男女共同参画と災害・復興ネットワーク」運営委員

元 復興庁職員

越生町中央公民館 視聴覚ホール

いつの時代も災害は日常に潜んでいます。

地域にはこどもや大人、女性や男性、障がいのある方、外国

の方など、年齢も性別も異なる方が共に暮らしています。

いま私たちの住む地域で災害が起こったら、避難所生活はど

うなるのでしょうか。

このフォーラムでは、男女共同参画の視点から、避難所運営

を中心に地域の防災・減災について学びます。災害発生時は

もとより、平常時における地域のかかわりについて一緒に考

えてみませんか。

プロフィール【にわ あさこ】

三重県男女共同参画センターで相談事業を

担当したのち、東日本大震災後の福島県で

避難所支援、女性相談、内閣府「被災地に

おける女性の悩み・暴力相談事業」拠点運

営に携わる。その後、復興庁、国立女性教

育会館等を経て、２０２３年より男女共同

参画センター横浜で相談センター長を務め

ている。

午前10時～11時 30分（９時30分受付開始）

参加費
無料

事前申込
不要

日頃からの備えが

大切だなぁ

あ総務課　地域支援・防災安全担当
　う292-3121　内線217
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越生町長選挙　選挙結果越生町長選挙　選挙結果
任期満了に伴う越生町長選挙が行われ、
現職の新井康之町長が再選しました。

■ 開 票 結 果

■ 投票状況

　町長の任期満了に伴う越生町長選挙が、令和７年２月９日執行さ
れ、現職の新井康之町長（無所属）が、再選を果たしました。
　開票作業は越生町役場２階会議室で午後８時 45 分から行われ、
同日午後９時 17分に確定し、2,705 票を獲得した新井康之町長が
再選しました。
　新たな任期は、令和７年２月 25日から令和 11年２月 24日まで
です。
　なお、開票結果と投票状況は下表のとおりです。

あ越生町選挙管理委員会（総務課内）　う内線212

氏　　　名 政党等の名称 得 票 数

当選 新井　康之 無所属（現） 2,705

岩﨑　てつや 無所属（新） 2,217

無　　効　　票 68

合　　　　　計 4,990
※氏名は、通称名で記載しています。

（得票順・敬称略）

（単位は人、％）

投票所 第１ 第２ 第３ 第４ 第５ 第６ 合　計

当日有権者数（計） 1,312 2,255 2,115 1,978 1,182 624 9,466

男 656 1,090 1,071 976 589 329 4,711

女 656 1,165 1,044 1,002 593 295 4,755

投票者数（計） 716 1,049 1,033 1,042 780 370 4,990

男 353 516 512 506 390 184 2,461

女 363 533 521 536 390 186 2,529

投票率（計） 54.57 46.52 48.84 52.68 65.99 59.30 52.71

男 53.81 47.34 47.81 51.84 66.21 55.93 52.24

女 55.34 45.75 49.90 53.49 65.77 63.05 53.19

6



う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

マイナポータルからオンライン
で転出届を提出できます

町内入湯施設の利用補助事業
を行っています

コンビニ交付サービスの臨時休止のお知らせ

引越しの際は住所の異動手続を忘れずに

国民年金の届出を忘れずに！！

　電子証明書が有効なマイナンバーカード、ま
たはスマホ用電子証明書を搭載したスマートフ
ォンをお持ちの方で、日本国内での引越しをす
る方は、転出届についてマイナポータルを通じ
てオンラインでの届出が可能です。このサービ
スを利用する方は、転出の際に越生町役場への
来庁が原則不要となります。
　ご自身単身での引越しの他、ご自身と同一世
帯員、ご自身以外の世帯員の方の引越しでも利
用可能です。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした
後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届
等の手続が必要です。詳しくはデジタル庁ホ
ームページをご覧ください。

　町では町民の皆さまの健康づくりのため、入
湯施設の利用について補助事業を行っています。
事業内容は次のとおりです。

対 象 者　利用日時点において越生町在住の中
学生以上の方。ただし、町税等に滞
納が無いこと。

補 助 額　１回につき 200 円（年間 12回まで）
対象施設　ニューサンピア埼玉おごせ・オーパ

ークおごせ
　ご利用を希望される方は、本人確認ができる
ものをご持参の上、町民課窓口までお越しくだ
さい。なお、令和７年度分（令和７年４月～令
和８年３月に利用可能）の申込受付を３月 24
日（月）から開始します。

あ町民課　国保年金担当
　う内線121・122・123

　システムメンテナンスのため、住民票の写し
等の各種証明書の発行を臨時休止いたします。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解くださる
ようお願いいたします。

【システムメンテナンス日】
　３月 17 日（月）午後７時～ 11 時
　　　 18 日（火）午後６時～ 11 時
※証明書のコンビニ交付を利用しようとした場
合、メンテナンスの状況によりカードが使用
できない旨のメッセージが表示されることが
あります。

あ町民課　住民担当　う内線124・125

　引越しで住所を異動される方は、住民票の異
動届が必要です。住民票の住所の異動届（転出届・
転入届・転居届等）は、国民健康保険、国民年金、
選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続
きです。
　また、身分証明書となる「マイナンバーカー
ド（個人番号カード）」については住所を最新の
ものにする必要がありますので、住所の異動手
続きの際に窓口へお持ちください。

あ町民課　住民担当　う内線124・125

　国民年金は 20歳以上 60歳未満のすべての方が加入します。職業などにより、種別は３つ {第１号
被保険者（自営業者や学生など）・第２号被保険者（会社員や公務員）・第３号被保険者（会社員等の
被扶養配偶者）}に分かれます。就職や結婚などにより加入の種別が変わるときは年金の届出が必要で
す。届出の際は必ず基礎年金番号のわかるものをお持ちください。

国民年金に入るときは

あ町民課　住民担当　う内線124・125

こんなとき どうする 届出先

20 歳になったとき 加入手続きは不要。必要に応じて、学生納付特
例の手続きをする。 市区町村

会社を退職したとき 国民年金加入の手続きをする。
（被扶養配偶者であった方も同様） 市区町村

結婚や退職等で配偶者の扶
養に入ったとき 第３号被保険者への種別変更の届出をする。 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれた
とき

第３号被保険者から第１号被保険者への種別変
更の手続きをする。 市区町村

あ川越年金事務所　　　　う 049-242-2657
あ町民課　国保年金担当　う内線123

◀
デ
ジ
タ
ル
庁
Ｈ
Ｐ
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低所得世帯支援給付金のお知らせ
　越生町では、物価高騰の影響を受けた低所得世帯を支援するため令和６年度住民税均等割非課税世
帯に対して、１世帯あたり３万円を支給します。

対象世帯
　令和６年 12 月 13 日に越生町に住所がある方で、令和６年度住民税均等割非課税世帯
※対象とならない世帯
　・令和６年度住民税均等割が課税されている方がいる世帯
　・令和６年度住民税均等割が課税されている方の扶養親族等のみで構成されている世帯
　・所得があるにもかかわらず未申告である方がいる世帯
　・他の自治体から同様の給付金を受給されている方がいる世帯
給付金の額
　１世帯あたり３万円
申請手続
　対象の世帯については、３月10日頃に支給案内通知」または「確認書」を送付します。
　　➀「支給案内通知」が届いた方　申請不要
　　　 ただし、振込口座を変更したい方、給付金の受け取りを辞退したい方、上記「対象とならない

世帯」に該当する方は３月 14 日（金）までに健康福祉課へお問い合わせのうえ、届出ください。
　　②「確認書」が届いた方　申請必要
　　　 記載内容をご確認いただき、必要事項を記入のうえ５月30日（金）までに提出してください。（必着）
こども加算分について　申請不要
　上記の給付金を越生町で受けた世帯のうち、18 歳以下のこども（平成 18 年４月２日生まれ以降）
がいる世帯については、こども一人当たり２万円を支給します。該当される方には、個別に支給案内
通知を送付します。

※本給付金の対象世帯にもかかわらず支給案内通知等が届かない場合や、ご不明な点は、お問い合わ
せください。

問い合わせ先
低所得世帯支援給付金について　あ健康福祉課　福祉担当　　　う内線111・112・113
こども加算分について　　　　　あ子育て支援課　子ども担当　う内線161

３月は自殺予防月間です
　自殺対策基本法では、月別自殺者数の最も多い 3 月を「自殺対策強化月間」と定めており、全国で「誰
も自殺に追い込まれることのない社会」の実現に向けて様々な事業を実施しています。
　人は普段、嫌なことがあっても休めば回復します。しかし、疲労が蓄積されると表面上は元気でも、
回復に時間がかかるようになります。その状態をごまかして過ごしていると最終的にうつ状態となり、
死にたい気持ちが出やすくなります。
　身近に苦しんでいる方がいた時、元気になってもらいたいが何をしたらよいのかわからないと悩ん
だことはありませんか？
　そんな時は、勇気を出してまずはやさしく声をかけてみることからはじめてみてはどうでしょうか。

「ゲートキーパー養成研修」
　ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話を聞き、必要な支援につなげ、
見守る人のことです。この機会に、ご自分や身近な方のこころの健康に目を向けてみませんか。
日　時　３月 24 日（月）午後１時 30 分～３時
場　所　中央公民館　集会室
講　師　東京未来大学　教授　須田 誠 先生
持ち物　筆記用具、マイレージカード
申込み　保健センター (049-292-5505) にお電話ください。
　※９月に実施したゲートキーパー養成研修と同内容で実施予定 です。

　厚生労働省のサイト「まもろうよこころ」では、SNS を含む、
相談窓口が分かりやすくまとめられています。

こころの健康チェック
□　食欲減退または過食
□　不眠または過眠
□　気力の減退または疲労感
□　集中力の低下
□　将来に対して悲観的
□　死を考えることが増えた
□　そわそわ落ち着かない
□　イライラ怒りっぽい
□　外出できない
□　メディアに過度に敏感

　このような状態が 2 週間以上続い
ている場合はこころが疲れているか
もしれません。
　ひとりで悩まずに相談しましょう。

【相談窓口】
埼玉いのちの電話　　　　　048-645-4343（24 時間 365 日）
さいたまチャイルドライン　（18 歳以下専用）無料 0120-99-7777
　　　　　　　　　　　　　（年末年始以外　午後 4 時～ 9 時）
こころの健康相談統一ダイヤル　0570-064-556（24 時間 365 日）
健康相談　越生町保健センター　049-292-5505
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災害時避難行動要支援者登録制度について
　災害時避難行動要支援者登録制度とは、災害発生時に自力で避難することが困難な一人暮らしの高
齢者や障がい者の方に、避難行動要支援者名簿へ登録していただく制度です。名簿に登録をすることで、
地域で情報が共有され、災害時の情報伝達や避難誘導等が迅速・的確にできる体制づくりを目的とし
ています。

避難行動要支援者名簿に掲載となる方
　次のいずれかに該当する方のうち、災害発生時において避難情報の入手、避難の判断または避難行
動を自ら行うことが困難（家族等の介助により避難に支障がない方を除く。）で、それらの支援を受け
るために必要な自己に関する個人情報を関係機関へ提供することに同意した在宅の方を対象とします。

※その他、災害時の支援を必要とし、名簿への掲載を希望する方
登録申請について
　登録申請書に必要事項を記入し、健康福祉課窓口または、担当区域の民生委員へ提出してください。
登録申請書は、健康福祉課で配布をしております。また、町のホームページからもダウンロードでき
ます。
※登録された方の情報は、消防組合や警察署などの関係機関のほか、民生委員や各区の自主防災組織
等に提供しますが、支援活動に関すること以外には利用しません。

　
登録にあたって
　災害時における避難行動要支援者の支援は、支援する側のボランティア精神に基づくものであるた
め、被害の状況によりますが、地域の皆さんのご協力によって、できる範囲内での支援となります。
　また、各世帯へ配布をしている「越生町防災マップ」を参考に、備蓄品を確保するなど、日ごろか
ら災害時への備えをしておきましょう。

あ健康福祉課　福祉担当　う内線112

高齢者 ・要介護３～５
・75歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯

障がい者
・身体障害者手帳１級・２級
・療育手帳Ⓐ・Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１級

心身障がい児通園（学）奨励費
補助金のご案内

「障がい者アート展inおごせ」
のアート作品常設展示

　日常生活に必要な知識等を身につけるため、
通園または通学している心身障がい児の保護者
の方へ補助金を交付します。補助金交付を希望
される方は申請が必要です。

対 象 者　町内に在住し、特別支援学校等に通
園または通学している 18 歳以下の
こどもと同居している保護者

補助金額　5,000 円（月額）
必要書類　①身体障害者手帳または療育手帳
　　　　　②就園または就学証明書
　　　　　③保護者名義の預金通帳

あ健康福祉課　福祉担当　う内線112

　アート展終了後から３月まで、事業所ごとに
アート作品を展示しています。
　３月は、おごせ福祉作業所の作品です。ぜひ、
ご覧ください。（※作品入替等の都合により展示
期間が前後する場合があります。）

会場　里の駅・おごせ【観光センター】　　　
時間　午前９時～午後４時

あ健康福祉課　福祉担当　う内線112・113
アート展の様子
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チャイルドシート購入費を助成します出生祝金について
　乳幼児の健全育成支援の一環として、道路交
通法に規定する幼児用補助装置（チャイルドシ
ート、ジュニアシート）の購入費の一部を助成
しています。

申請条件   ・購入時点でこどもが６歳未満であ
ること。

　　　　　・購入日および申請日に越生町に住
んでいること。

　　　　　・保護者は町税を滞納していないこと。
申請期限　購入日から６か月以内（出生後から

受け付けます）。
助成金額　購入価格の２分の１（千円未満切捨）

で、１台１万円を限度とします。
持 ち 物　領収書 ( レシート )、購入したチャ

イルドシートの品質保証書、保護者
の運転免許証、自動車車検証、印鑑、
申請者名義の振込口座がわかるもの

（通帳等）
※こども１人２回まで申請できます。

あ子育て支援課　子ども担当　う内線 162

　出生を祝福するとともに、その健やかな成長
を祈念し祝金を支給しています。

対 象 者　出産した子を監護している父または
母等で、子の出産日において１年以
上越生町の住民基本台帳に記載され
ている方（１年に満たない場合は、
1 年を経過後に申請できます。）

支 給 額　第１子：10,000円　第２子：30,000 円　
第３子以降：100,000円

申請期間　原則として子の出生日から１年以内
に申請してください。

必要書類等　印鑑・申請者名義の振込口座がわか
るもの（通帳等）

あ子育て支援課　子ども担当　う内線 162

ベビーベッドを無料で貸し出します
　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、ベビーベッドの無料貸し出し事業を実施しています。

対 象 者　町内に住所を有し、１歳未満の乳児を養育する保護者
利用期間　６か月間
　　　　　※出生予定日の２週間前から利用できます。
　　　　　※１歳の誕生日の前日まで延長することができます。
利用手続　１．貸出希望日の１か月前までに利用申請書を子育て支援課に提出してください。
　　　　　　　※必要なもの　母子健康手帳（出生前に貸し出しを受けるとき）
　　　　　２．町が、貸し出しすることを決定した場合は、申請者に通知するとともに、レンタル業

者に連絡します。
　　　　　３．ベビーベッドは、宅配業者から自宅に届けられます。組立説明書をもとに、利用者が

組み立てます（梱包ケースは大切に保管しておいてください）。
　　　　　４．利用期間の延長を希望する場合は、貸出期間終了日の２週間前までに、再度利用申請

書を提出してください。
　　　　　５．利用者は、ベビーベッドをていねいに使用してください。
　　　　　６．利用者は、利用期間満了前に宅配業者へ連絡し、梱包ケースに入れて返却します。

あ子育て支援課　子ども担当　う内線 162
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令和７年度の固定資産税の課税台帳等が閲覧・縦覧できます

さくらの山公園でライトアップを実施します 第25回花の里おごせ健康づくり
ウオーキング大会を開催します　３月下旬から４月上旬まで、提灯によるライ

トアップを行います。ぜひ夜桜の幻想的な光景
をご鑑賞ください。

期　間　３月 21日（金）～４月６日（日）
　　　　※開花状況により変更になる場合があ

ります。
時　間　午後６時～９時
会　場　さくらの山公園
※ 4月 5日（土）、6日（日）には観光協会主催
による「さくら祭り」が開催されます。詳し
くは観光協会にお問い合わせください。

あ産業観光課　観光商工担当　う内線 147

期　　　日　４月 29日（火・昭和の日）
スタート・ゴール　中央公民館前駐車場
スタート受付　午前８時 30分～９時 30分
ゴール受付　正午～午後３時
コ　ー　ス　Ａコース：8㎞　Ｂコース：10㎞
　　　　　　Ｃコース：15㎞　
参　加　費　無料
申 込 方 法　事前申込制（イベント当日の参加

申込も受付します。）
申 込 期 限　４月 16日（水）

あ産業観光課　観光商工担当　う内線 147

閲覧・縦覧
できる台帳等

固定資産税課税台帳（名寄帳）
の閲覧
※閲覧できるのは所有分のみ

土地価格等縦覧帳簿の縦覧
※所有者、納税者の掲載
はありません

家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
※所有者、納税者の掲載は
ありません

閲覧・縦覧
できる方

越生町に土地、家屋などの資
産をお持ちの次の方
①本人
②本人と同一世帯の家族
③委任状を持った代理人

越生町へ固定資産税（土
地）を納税している方

越生町へ固定資産税（家屋）
を納税している方

持ち物 来庁した方の本人を確認できるもの（運転免許証、マイナンバーカードなど）

閲覧・縦覧の
期間及び時間

４月１日（火）～
※土（午後）・日曜日、祝
日を除く

４月１日（火）～６月２日（月）
※土（午後）・日曜日、祝日を除く

平日　午前８時 30分～午後５時 15分　　土曜日　午前８時 30分～正午

手数料 ６月　２日（月）まで：無料
６月　３日（火）以降：有料 無料

写しの交付 ６月　２日（月）まで：無料
６月　３日（火）以降：有料 写しの交付はできません

閲覧・縦覧場所 税務課窓口

　令和７年度の評価証明も４月１日（火）から申請できます。詳しくはあまでお問い合わせください。
あ税務課　課税担当　う内線 134
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告

町営住宅の入居者を募集しています

応募資格
　〇町内に住所または勤務場所があること
　〇現在同居または同居しようとする親族があること
　　（例外有り ｡ 詳しくはホームページまたは下記までお問い合わせください ｡）
　〇現在 ､ 住居に困窮していることが明らかなこと
　〇収入基準は月額 15 万 8 千円以下 ( 障がい者 ･ 高齢者等の世帯は 21 万 4 千円以下 )
　〇町税を滞納していないこと
　〇入居者や同居者が暴力団員ではないこと
申込方法
　まちづくり整備課窓口へ申込書を提出してください ｡
　申込書はホームページまたは窓口に備え付けております ｡
その他
　申込みは先着順となり ､ 入居の申込みがあった住宅は ､ 受付を終了します ｡
　※収入により家賃を決定します ｡

あまちづくり整備課　環境管理担当　う内線 153･156

越生町営樹木葬墓苑「五
ごだいそん

大尊花木墓苑」現地見学会を開催します
　越生町営樹木葬墓苑「五大尊花木墓苑」は、墓石を設けず、つつじ１本ごとの区画に遺骨を埋蔵し、
できる限り自然なままで土に還る「自然葬」という新しい供養の形を実現した墓苑となっております。
　このたび、現地見学会を行いますので、お墓をご検討されている方は、ぜひご参加ください。

日　時　３月 23 日（日）午前 10 時～午後３時
場　所　越生町営樹木葬墓苑「五大尊花木墓苑」（埼玉県入間郡越生町大字黒岩 336 番地）
　　　　※直接現地にお越しください。（専用駐車場有）
　　　　※申込不要、参加費無料、荒天時中止。

あまちづくり整備課　環境管理担当　う内線 153・156

住宅名 上野第１住宅 上野第 2 住宅 上野第３住宅
所在地 越生町大字上野 1115 番地

募集部屋 301・302・303・401・
402・403 号室 401・402 号室 302・303・403 号室

間取り
和室 2 室 (6 畳・6 畳 )、板
の間 ( 約 3 畳 )、台所（約
４畳）、トイレ、洗面所、
浴室

和室 2 室 (6 畳・6 畳 )、板
の間 ( 約 3 畳 )、台所（約
４畳）、トイレ、洗面所、
浴室

和室 3 室 (6 畳・6 畳・4.5
畳 )、台所（約４畳）、トイ
レ、洗面所、浴室

  建築年度 昭和 49 年度 昭和 50 年度 昭和 52 年度
家　賃 12,900 ～ 21,800 円 13,100 ～ 26,600 円 16,300 円～ 37,500 円

12
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越生町地域交通タクシー・バス利用券の新規・更新の申請

役場庁舎内有料広告（ポスター掲示）募集のお知らせ

申請開始日　4 月 1 日（火）午前 9 時～午後 5 時（土日祝日を除く）
申 請 会 場　①越生町役場
　　　　　　　　【4 月 1 日（火）～ 4 月 4 日（金）】役場 2 階　202 会議室
　　　　　　　　【4 月 7 日（月）～】役場 2 階 企画財政課窓口
　　　　　　②梅園コミュニティ館（午前 9 時～午後 4 時）
利用までの流れ
　【新規の場合】　
　　①申請書、顔写真（3 ㎝× 2 ㎝）、運転免許経歴証明書等を提出。
　　②利用券のお渡しまでに 1 週間程度かかります。
　　　（利用券の受け取りは、必ず利用者本人がお越しください。）
　【更新の場合】
　　①申請書、利用者証を提出 ( 代理申請可 )
　　②利用券をその場で交付します。
　　※申請書は、申請会場に用意しています。

〇タクシー利用料金助成事業
対 象 者　自動車運転免許証返納者、または 70 歳以上で自動車を所有していない方 
　　　　　※令和 7 年度に 70 歳に達する方を含みます。 
利用範囲　町内での乗降による利用、日常生活で必要とされる場所への移動 
　　　　　※町外は毛呂山町の埼玉医科大学病院とハピネス館での乗降に限り利用できます。 
交付限度額　42,000 円（500 円× 84 枚）

〇バス利用料金助成事業
対 象 者　自動車運転免許証返納者、または 70 歳以上の方 
　　　　　※令和 7 年度に 70 歳に達する方を含みます。 
利用範囲　町内での乗降による利用 
　　　　　※ときがわ町路線バス・鳩山町営路線バスは町内での乗降に限り利用できます。
交付限度額　30,000 円（100 円× 300 枚）

あ企画財政課　企画担当　う内線 224 

掲示場所 役場西側玄関内の掲示用パネル

規　　格 Ｂ１判　縦 1,030mm × 横 728mm（ポスター形式）
Ｂ２判　縦    728mm × 横 515mm（ポスター形式）

募集枠数 ３枠

掲示期間 令和７年４月１日～令和８年３月 31 日　最長 12 か月

掲 載 料

Ｂ１判　月額 3,500 円　
Ｂ２判　月額 3,000 円　
＜掲載料の割引＞
　◇６か月分一括申し込みの場合　　･･･　１か月分の料金を減額
　◇ 12 か月分一括申し込みの場合　･･･　 ３か月分の料金を減額

申込期間 令和７年３月３日（月）～ 14 日（金）　※土・日を除く。

申 込 先 総務課　庶務担当

■募集内容

※詳しくは、町のホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

あ総務課　庶務担当　う内線 214
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公式SNSフォローお願いします
　越生町の最新情報をいち早くお届けします。
ぜひご登録ください。

ＬＩＮＥ
QRコードを読み取り
お友達追加お願いします。

X
QRコードを読み取り
フォローお願いします。

Instagram
QRコードを読み取り
フォローお願いします。

メール配信サービスもあります！

登録は…
に空メールを送るだけ！

越生町メール配信サービス
ogose@entry.mail-dpt.jp

防災無線 が聞こえなかった時

0800-800-8099
防災行政無線テレホンサービスをご利用ください。

TEL

14
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広 

告

断熱・防音・防犯・ガラス・
サッシ・シャッター・雨戸施行
創業 49 年の実績と信頼

お
知
ら
せ

車
検
証
の
変
更
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

　　
自
動
車
を
譲
っ
た
と
き
や

引
っ
越
し
を
し
た
と
き
は
、
必

ず
管
轄
の
運
輸
支
局
で
の
変
更

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

４
月
１
日
時
点
の
車
検
証
上
の

所
有
者
（
所
有
権
が
保
留
さ
れ

て
い
る
と
き
は
使
用
者
）
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
既
に
譲
っ
た
自
動
車
の

納
税
義
務
が
発
生
し
た
り
、
納

税
通
知
書
が
速
や
か
に
届
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
車
検
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
と
き
に
は
、
必
ず
管
轄
の
運

輸
支
局
で
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

変
更
手
続
き
に
つ
い
て

あ
埼
玉
運
輸
支
局 

登
録
関
係

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
う
０
５
０
︲
５
５
４
０
︲
２
０
２
６

自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

あ
埼
玉
県
自
動
車
税
事
務
所

　う
０
４
８
︲
６
５
８
︲
０
２
２
６

「
一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」

～
経
済
社
会
と
不
動
産
価
格
～

日
時
　
４
月
９
日
㈬
　
午
後
２

時
～
４
時
30
分

内
容
　
第
一
部
　
令
和
７
年
地

価
公
示
に
み
る
埼
玉
県
の
不

動
産
市
況

　
第
二
部
　
イ
ン
フ
レ
時
代
の

世
界
経
済
・
日
本
経
済

講
師
　
第
一
部
　
三
田 

和
巳

氏
（
地
価
公
示
埼
玉
県
代
表

幹
事
）

　
第
二
部
　
エ
ミ
ン
・
ユ
ル
マ

ズ
氏
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
）

会
場
　
埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル

定
員
　
２
５
０
名
様
（
事
前
申

込
み
、
先
着
順
）

入
場
　
無
料

申
込
方
法
　
お
名
前
、ご
住
所
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
３
月
28
日
㈮

ま
で
に
あ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
あ
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

　う
０
４
８
︲
７
８
９
︲
６
０
０
０

　え
０
４
８
︲
７
８
９
︲
６
１
６
0

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
在
宅
医

療
の
番
組
を
放
送
し
ま
す

　
在
宅
医
療
の
番
組
「
在
宅
医

療
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を
ゆ
ず

の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
期
間
　
３
月
の
１
か
月
間

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
在
宅

医
療
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

あ
毛
呂
山
越
生
在
宅
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー

　
う
０
４
９
︲
２
９
５
︲
２
３
２
０

 

相
　談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　日
時
　
３
月
13
日
㈭
、
27
日

㈭
、４
月
３
日
㈭
、10
日
㈭
、

17
日
㈭
、
24
日
㈭
　
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場
　
ウ
ェ
ス
タ
川
越

相
談
方
法
　
面
談
相
談
（
１
組
　

１
時
間
）　
※
要
予
約

予
約
方
法
　
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
電
話
予
約
う

０
４
８
-８
３
８
-７
４
７
２

を
受
け
付
け
る
。

相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、
登

記
、債
務
整
理
、成
年
後
見
、

　
不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
料
　
無
料

あ
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
う
０
４
８
︲
８
６
３
︲
７
８
６
１

 

講
　座

明
海
大
学
歯
学
部

公
開
講
座

　日
時
　
３
月
８
日
㈯
　
午
前
10

時
～
12
時

会
場
　
明
海
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン

パ
ス

内
容
　
公
開
講
座

対
象
　
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

定
員
　
な
し

料
金
　
無
料

15



申
込
み
　
事
前
申
込
不
要

あ
明
海
大
学
総
務
部
歯
科
部
庶

務
課

　う
０
４
９
︲
２
７
９
︲
2
7
0
7

大
東
文
化
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
春
期
講
座

　期
間
　
５
月
～
７
月

場
所
　
大
東
文
化
大
学
（
大
東

文
化
会
館
、
東
松
山
キ
ャ

ン
パ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

内
容
　
大
学
で
一
般
の
方
を
対

象
と
し
た
誰
で
も
学
べ
る

公
開
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

教
養
・
歴
史
・
芸
術
・
健
康
・

語
学
な
ど
、
約
50
講
座
を

開
講

対
象
　
ど
な
た
で
も

費
用
　
無
料
～
有
料
（
講
座
に

よ
る
）

申
込
み
期
間
　
３
月
21
日
㈮
～

４
月
２
日
㈬
（
先
着
順
）

あ
大
東
文
化
大
学 

東
松
山
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
う
０
４
９
３
︲
３
１
︲
１
５
３
４

イ
ベ
ン
ト

第
20
回
さ
く
ら
祭
り

　期
間
　
４
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

会
場
　
さ
く
ら
の
山
公
園

出
店
　
飲
食
の
お
店
が
出
ま
す

の
で
、
テ
ー
ブ
ル
席
を
設

置
し
ま
す
。

あ
越
生
町
観
光
協
会
事
務
局

　
う
０
４
９
︲
２
９
２
︲
１
４
５
１

さ
く
ら
祭
り
の
出
店
者
募
集

出
店
期
間
　
４
月
５
日
㈯
・
６

日
㈰

出
店
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後

８
時
（
出
店
者
の
都
合
に

よ
り
、
出
店
時
間
を
短
縮

で
き
ま
す
）

出
店
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
北

側
駐
車
場
（
来
場
者
の
テ
ー

ブ
ル
席
は
観
光
協
会
が
設

置
し
ま
す
）

対
象
　
観
光
協
会
会
員
の
事
業

者
の
方
ま
た
は
町
内
の
農

産
物
生
産
者
の
方

内
容
　
４
ブ
ー
ス
（
１
団
体
に

つ
き
１
ブ
ー
ス
、
間
口
２
．

７
ｍ
×
奥
行
３
．６
ｍ
）

移
動
販
売
車
（
２
店
舗
程
度
）

出
店
料
　
１
日
３
０
０
０

円
・
２
日
間
５
０
０
０
円

（
宣
伝
経
費
や
清
掃
な
ど
の

協
力
金
と
し
て
）

備
品
　
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、

イ
ス
が
必
要
な
場
合
は
、

観
光
協
会
が
用
意
し
ま
す
。

届
出
関
係
　
保
健
所
な
ど
に
申

請
が
必
要
な
も
の
を
販
売
・

提
供
す
る
場
合
は
、
申
請

書
類
を
観
光
協
会
が
取
り

ま
と
め
て
、
臨
時
出
店
届

を
提
出
し
ま
す
。

申
込
み
　
３
月
15
日
㈯
ま
で
に

越
生
町
観
光
協
会
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
越
生
町
観
光
協
会
事
務
局

　
う
０
４
９
︲
２
９
２
︲
１
４
５
１

 

募
　集

令
和
７
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
１
　
平
成
７
年
４

月
２
日
～
平
成
16
年
４
月

1
日
生
ま
れ
の
者

　
２
　
平
成
16
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

げ
る
者

（
１
）大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）
を
卒
業
し
た

者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

試
験
区
分
　
国
税
専
門
Ａ
（
法

文
系
）、
国
税
専
門
Ｂ
（
理

工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

申
込
み
方
法
等
　
○
次
の
ア
ド

レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説

明
に
従
っ
て
入
力

　
　http

s://w
w
w
.jinji

-

shiken.go.jp
/ju

ken.
htm

l

受
付
期
間
　
２
月
20
日
㈭
　
午

前
９
時
～
３
月
24
日
㈪
［
受

信
有
効
］

試
験
日
　
第
１
次
試
験
日
　
５

月
25
日
㈰
　
第
２
次
試
験

  

広 

告

▲春期講座情報
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う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

  

広 

告

日
　
６
月
23
日
㈪
～
７
月

４
日
㈮

の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

あ
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係

　
う
０
４
８
︲
６
０
０
︲
３
１
１
１

　
　
　
内
線
２
０
９
７

レ
イ
ン
ボ
ー

坂
戸
シ
ネ
マ
俱
楽
部Vol.6

　

「
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
」

　日
時
　
３
月
18
日
㈫
　
一
回
目
　

午
前
９
時
30
分
　
二
回
目
　

正
午
　
三
回
目
　
午
後
２

時
30
分
　
開
場
各
30
分
前

出
演
　
草
笛
光
子
、
唐
沢
寿
明

ほ
か

会
場
　
坂
戸
市
文
化
会
館
　
大

ホ
ー
ル

申
込
み
方
法
　
坂
戸
市
文
化
会

館
窓
口
、
オ
ン
ラ
イ
ン
チ

ケ
ッ
ト
、
電
話
に
て
申
込

受
付

料
金
　【
全
席
自
由
】
前
売
　

一
般
１
０
０
０
円
（
税
込
）　

当
日
１
２
０
０
円
（
税
込
）

対
象
　
未
就
学
児
入
場
不
可

内
容
　
作
家
・
佐
藤
愛
子
が

日
々
の
暮
ら
し
と
世
の
中

へ
の
怒
り
や
戸
惑
い
を
独

特
の
ユ
ー
モ
ア
で
つ
づ
っ

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
エ
ッ
セ

イ
集
を
、
草
笛
光
子
主
演

で
映
画
化

あ
坂
戸
市
文
化
会
館

　
う
０
４
９
︲
２
８
２
︲
０
１
０
０

す
く
す
く

○
あ
そ
ぼ
う
会

日
時
　
➀
３
月
3
日
㈪
、
➁
３

月
27
日
㈭
　
➀
午
前
10
時
30

分
～
11
時
10
分
　
②
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

内
容
　
①
ひ
な
ま
つ
り
製
作
・

ひ
な
ま
つ
り
会
　
➁
お
掃
除

ご
っ
こ
、
す
く
す
く
修
了
式

○
出
前
保
育

日
時
　
3
月
13
日
㈭
　
午
前
10

時
～
正
午

場
所
　
梅
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館

あ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

　
う
２
９
２
︲
５
６
８
４

 

保
　健

子
育
て
相
談

期
日
　
①
３
月
７
日
㈮
、
②
３

月
27
日
㈭

時
間
　
①
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
②
午
後
１
時
30
分
～
３

時
内
容
　
身
長
・
体
重
の
計
測
、

発
達
チ
ェ
ッ
ク
、
保
健
師
相

談
な
ど

※
①
は
管
理
栄
養
士
、
➁
は
助

産
師
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

あ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
う
２
９
２
︲
５
５
０
５

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談

○
健
康
相
談
（
保
健
師
）

日
時
　
３
月
10
日
㈪
、
３
月
17

日
㈪
、
24
日
㈪
　
午
前
９
時

～
正
午

内
容
　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
相
談
、
血
圧
測
定
、
思
春

期
保
健
相
談

○
生
活
習
慣
病
相
談（
保
健
師
）

日
時
　
3
月
3
日
㈪

　
午
前
９
時
～
正
午

内
容
　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
健
康

相
談

○
栄
養
相
談
（
管
理
栄
養
士
）

日
時
　
３
月
31
日
㈪
　
午
前
９

時
～
11
時
（
１
人
50
分
、
要

予
約
）

内
容
　
４
日
間
の
食
事
記
録
表

を
用
い
た
食
生
活
な
ど
の
相

談
あ
保
健
セ
ン
タ
ー

　
う
２
９
２
︲
５
５
０
５

当
番
医
日
程
表

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

※
埼
玉
医
科
大
学
病
院
で
は
、

　
時
間
外
外
来
が
夜
間
、休
日
・

祝
日
を
問
わ
ず
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

あ
埼
玉
医
科
大
学
病
院

　
う
２
７
６-

１
１
９
９

期
　
日

当
　
番
　
医

3
月
20
日
㈭

春
分
の
日

も
ろ
や
ま
眼
科

う
２
９
４-

４
１
１
３
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まちのわだい

大
野
凪
ち
ゃ
ん

越生小学校と梅園小学校に贈られたランドセルカバー

救命講習の様子

こどもたちは体を動かし元気いっぱい

人権問題講演会の様子

協定式の様子

ラ

普

3

越

防 ンドセルカバーが贈られましたンドセルカバーが贈られました

通救命講習を受講しました通救命講習を受講しました

園合同交流会が行われました園合同交流会が行われました

生町人権問題講演会が行われました生町人権問題講演会が行われました

災に関する協定を締結しました災に関する協定を締結しました

　１月23日（木）に西入間交通安全協会から、令　１月23日（木）に西入間交通安全協会から、令
和７年度入学の新１年生が使用するランドセルカ和７年度入学の新１年生が使用するランドセルカ
バーが贈られました。越生小学校と梅園小学校のバーが贈られました。越生小学校と梅園小学校の
校長先生に西入間交通安全協会越生支部の孝山副校長先生に西入間交通安全協会越生支部の孝山副
支部長から手渡されました。支部長から手渡されました。

　１月14日（火）越生町にある日本カントリーク　１月14日（火）越生町にある日本カントリーク
ラブ（ゴルフ場）で西入間広域消防組合越生分署ラブ（ゴルフ場）で西入間広域消防組合越生分署
の職員による普通救命講習を受講しました。の職員による普通救命講習を受講しました。
　お客様のプレー中や従業員の日常生活の中で、万　お客様のプレー中や従業員の日常生活の中で、万
が一の緊急事態に備えて従業員18名が、2時間のが一の緊急事態に備えて従業員18名が、2時間の
講習を受講しました。講習を受講しました。

　１月20日（月）、越生保育園の園庭で町内保育園・　１月20日（月）、越生保育園の園庭で町内保育園・
幼稚園の年長児の交流会が行われました。こども幼稚園の年長児の交流会が行われました。こども
たちは運動あそびやボールあそびなどして、小学たちは運動あそびやボールあそびなどして、小学
校入学前に親睦を深めました。校入学前に親睦を深めました。

　１月８日（水）・９日（木）の２日間にわたり、　１月８日（水）・９日（木）の２日間にわたり、
中央公民館視聴覚ホールにて「令和６年度越生町中央公民館視聴覚ホールにて「令和６年度越生町
人権問題講演会」を開催しました。人権問題講演会」を開催しました。
　埼玉県福祉部こども支援課こどもの居場所担当　埼玉県福祉部こども支援課こどもの居場所担当
の佐々木牧人先生を講師としてお招きし、「こどもの佐々木牧人先生を講師としてお招きし、「こども
の貧困とこどもの居場所について」と題した講演の貧困とこどもの居場所について」と題した講演
を行いました。講演後は人権啓発映画「人権のすを行いました。講演後は人権啓発映画「人権のす
すめ」を上映し、２日間で計285名の方が参加さすめ」を上映し、２日間で計285名の方が参加さ
れました。れました。

　昨年12月24日（火）に県東部にある宮代町と　昨年12月24日（火）に県東部にある宮代町と
「災害時における相互応援に関する協定書」を締結「災害時における相互応援に関する協定書」を締結
しました。しました。
　これは災害が起きた際に相互に支援ができるよ　これは災害が起きた際に相互に支援ができるよ
うに盛り込んだもので、物資の支援や職員の派遣うに盛り込んだもので、物資の支援や職員の派遣
ができるようになります。ができるようになります。
　また、今後も両町の情報交換や交流活動も行っ　また、今後も両町の情報交換や交流活動も行っ
ていきます。ていきます。

1歳のお誕生日プレゼント（1月生まれ）1歳のお誕生日プレゼント（1月生まれ）

18



わだいわだい咲き撮り咲き撮り

入賞された皆さま

入賞された皆さま 入賞された皆さま

入賞された皆さま

入賞された皆さま

第第

第

第 第

13回越生町ペアマッチ卓球大会13回越生町ペアマッチ卓球大会６回男女混合バレーボール大会６回男女混合バレーボール大会

14回行政区対抗ゴルフ大会14回行政区対抗ゴルフ大会

15回町民親善15回町民親善
グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会

31回越生町民31回越生町民
バスケットボール大会バスケットボール大会

　越生町スポーツ協会卓球部の主催による第13回越生
町ペアマッチ卓球大会が昨年11月17日（日）に開催
されました。入賞した方を紹介します。
男子　上位トーナメント
　　　優　勝　清水達夫・中嶋信互（スポ協）
　　　準優勝　綿貫蓮・原寛土（スポ協）
　　　３　位　金井相樹・阿部琥太郎・常橋大気（武蔵越生）
　　　下位トーナメント
　　　優　勝　新井叶望・甲斐野畝那（武蔵越生）
女子　上位トーナメント
　　　優　勝　北澤和美・綿貫みどり（スポ協）
　　　準優勝　石井彩絵・吉山七彩（スポ協）
　　　３　位　青山洋子・溝江佐知子（上台）
　　　下位トーナメント
　　　優　勝　荒幡桃花・木村彩乃（越生中）

　　越生町スポーツ協会バレーボール部の主催による第６越生町スポーツ協会バレーボール部の主催による第６
回男女混合バレーボール大会が昨年12月８日（日）に回男女混合バレーボール大会が昨年12月８日（日）に
開催されました。入賞チームを紹介します。開催されました。入賞チームを紹介します。
　　　　　　優　勝　　黒山　　　　　　優　勝　　黒山
　　　　　　準優勝　　Ｍⅰⅹ　　　　　　準優勝　　Ｍⅰⅹ
　　　　　　３　位　　うぐいす　　　　　　３　位　　うぐいす

　越生町スポーツ協会ゴルフ部の主催による第14回行政区ゴルフ大会が昨年11月15日（金）に開催されました。入
賞した行政区を紹介します。

　越生町スポーツ協会グラウンドゴルフ部の主催による
第15回町民親善グラウンドゴルフ大会が昨年11月９
日（土）に開催されました。入賞した３名を紹介します。
　　　　　優　勝　　　横田好雄
　　　　　第２位　　　山田照夫
　　　　　第３位　　　水口次男

優　勝　　上野東Ａ　　小峯義智
　　　　　　　　　　　小山守弘
　　　　　　　　　　　板井朝生
　　　　　　　　　　　新井明子
準優勝　　大満Ｂ　　　石橋学
　　　　　　　　　　　石田光男
　　　　　　　　　　　堤和夫
　　　　　　　　　　　村田光平

第３位　　古池　　福田行男
　　　　　　　　　神山修
　　　　　　　　　戸口敏次
ベストグロス賞　　橋本雅志

　越生町スポーツ協会バスケットボール部の主催による
第31回越生町民バスケットボール大会が昨年10月20
日（日）に開催されました。入賞した５チームを紹介します。
男子　優　勝　ザムスト
　　　準優勝　ninety-one
特別賞　飯能信用金庫　越生支店

女子　優　勝　イブキ
　　　準優勝　ファミリー
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Pick up

おごせ教育

　１月16日（木）に３年生が、越生
町社会福祉協議会の皆さまをはじ
め、多くの方にお世話になって進め
てきた福祉学習のまとめの発表会
を行いました。クイズや手話の実演
などを取り入れ、学習の成果を分か
りやすく伝え合いました。

　１月22日（水）は、６年生が社会
科見学で国会議事堂と科学技術館
に行きました。国の重要なことを話
し合う衆議院の議場や、３体の銅像
が立つ中央広間等を見学しました。
また、科学技術館では、様々な展示
や体験を通して生活の中に活かさ
れている科学を学び、より身近に科
学を感じることができました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加するこどもたちを写真で
紹介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　１月14日（火）にときがわ町にあ
る上サ・スケート場（天然スケート
リンク）をお借りして５、６年生がス
ケート教室を実施しました。５年生
は、ほとんどの児童が初体験でした
が、徐々に慣れていきました。６年生
は、昨年度の経験を活かし、５年生に
教える姿が見られました。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育325

清和学園高等学校

『マイスター・ハイスク
ール事業二年目です！』　

　
清
和
学
園
高
等
学
校
は

二
〇
〇
四
年
に
開
校
し
た
単
位

制
・
通
信
制
の
高
等
学
校
で
す
。

自
動
車
科
と
調
理
科
と
普
通
科

が
あ
り
、
通
信
制
で
専
門
学
科

（
自
動
車
・
調
理
）
を
持
つ
学
校

は
全
国
に
唯
一
と
い
う
特
徴
あ

る
学
校
で
す
。

　
令
和
五
年
度
に
文
部
科
学
省

か
ら
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
今
年

で
二
年
目
で
す
。
こ
の
事
業
は

生
徒
達
が
、
越
生
町
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
企
業
・
大
学
な
ど

多
く
の
方
々
と
協
働
し
、
最
新

の
知
識
・
技
術
を
学
び
、
生
徒

の
ア
イ
デ
ア
で
町
の
抱
え
る
課

題
の
解
決
を
目
指
し
、
産
業
人

材
と
し
て
の
力
を
身
に
付
け
て

い
く
取
り
組
み
で
す
。
一
つ
挙

げ
ま
す
と
、
今
年
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
を
、
越
生
町
の
特

産
品
で
あ
る
梅
・
柚
子
を
使
用

し
て
作
り
販
売
し
ま
し
た
。

　
産
業
祭
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
活
用
し
た
調
理
部
の
出
店
と

軽
音
楽
部
の
演
奏
、
越
辺
川
清

掃
・
灯
籠
流
し
へ
の
協
力
、
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出

店
、
越
生
子
ど
も
未
来
大
学
の

授
業
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
活
動
な
ど
に
生
徒
達
は
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
町
と
の
連
携
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
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越生浪漫
No.193

越生町の成り立ち
（町村制施行まで）

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ご

ろ
、
現
在
の
越
生
町
域
に
相
当
す

る
区
域
は
入に
っ
さ
い西
郡（
入
間
郡
の
西

部
）越
生
郷
と
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
大
字
に

相
当
す
る
区
域
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

の
村（
17
ヶ
村
）
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
上う

え
の野
、
上か
み
や
つ谷
、

堂ど
う
や
ま山
に
つ
い
て
は
分
割
さ
れ
、
上か
み

分ぶ
ん・
下し
も
ぶ
ん分
と
称
し
て
二
村
の
扱
い

が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
の
多

く
は
幕
府
の
代
官
の
支
配
を
受
け

る
御ご
り
ょ
う料
で
し
た
が
、
元げ
ん
ろ
く禄

11
年

（
１
６
９
８
）
の
地じ
か
た
な
お

方
直
し（
幕
府

直
轄
地
を
知ち
ぎ
ょ
う行
地ち

と
し
て
与
え

る
）
に
よ
っ
て
大
名
領
や
旗は
た
も
と本
領

に
組
み
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
に
よ
り
武
蔵
国
内
の

天
領（
幕
府
直
轄
地
）、
藩
領（
大

名
領
）、
旗
本
知
行
地
は
新
政
府

が
任
じ
た
地
方
長
官
・
武
蔵
知
県

事
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
２
年（
１
８
６
９
）
の

版は
ん
せ
き
ほ
う
か
ん

籍
奉
還
で
、
入
間
郡
は
品
川
県

の
管
轄
区
域
と
な
り
、
数
ヶ
月
後

に
は
韮に
ら
や
ま山
県
の
管
轄
区
域
に
編
入

さ
れ
ま
す
。
同
４
年
の
廃は
い
は
ん
ち
け
ん

藩
置
県

に
よ
っ
て
政
府
の
地
方
統
治
構
造

の
一
元
化
が
完
成
し
、
以
降
は
入

間
県
、
熊
谷
県
の
管
轄
を
経
て
、

埼
玉
県
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

寺
社
領
も
没
収
さ
れ
、
約
260
年
間

龍り
ゅ
う
お
ん
じ

穏
寺
領
だ
っ
た
龍た
つ
が
や

ヶ
谷
村
も
韮

山
県
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
村
に
は
戸
長
と
副
戸
長
が
置

か
れ
、
村
の
行
政
事
務
を
行
う
た

め
の
戸
長
役
場
が
置
か
れ
ま
し

た
。
明
治
17
年（
１
８
８
４
）
５

月
、
政
府
は
新
た
に
、
複
数
の
町

村
を
一
つ
の
戸
長
役
場
が
管
轄
す

る
連
合
戸
長
制
を
布
達
し
、
越
生

村
連
合
戸
長
役
場（
越
生
、上
野
、

如ね
お
い意
、
西に
し
わ
だ

和
田
、
大お
お
や谷
、
成な
る
せ瀬
、

鹿か
の
し
た下
、
黒く
ろ
い
わ岩
）
と
大だ
い
ま満
村
連
合
戸

長
役
場（
津つ

く

ね
久
根
、
小こ
す
ぎ杉
、
大
満
、

黒く
ろ
や
ま山
、
龍
ヶ
谷
、
上
谷
、
堂
山
）

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
古ふ
る

池い
け

村
と
麦む
ぎ
は
ら原
村
は
比ひ
き
ぐ
ん

企
郡
に
属
し

て
お
り
、
桃も
も
の
き木
村
連
合
戸
長
役
場

の
所
管
で
し
た
。
こ
の
数
ヶ
村
の

単
位
が
合
併
の
目
安
の
一
つ
と
な

り
、
同
22
年
の
町
村
制
施
行
で
旧

越
生
町
、
梅う
め
そ
の園
村
が
成
立
し
ま

す
。
古
池
村
は
旧
越
生
町
に
、
麦

原
村
は
梅
園
村
に
編
入
さ
れ
ま
し

た
。

上）越生町合併系図　　下）近世の領主の変遷
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11
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御
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入間郡高階郷（たかしなごう）
　越生町、毛呂山町付近一帯の地域と見られている

入西郡越生郷
　郷内には、是永名（これながみょう）、恒弘名（つねひろみょう）、
則次名（のりつぐみょう）という地域区分がみえる

近世以降の行政区画（『新編武蔵風土記稿』など）
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明
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５
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５
年

堂  
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６
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６
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12
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田
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平安時代の行政区画
（『倭名類聚抄』）

中世の行政区画
（『法恩寺年譜』）
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まなびあい
越生町教育委員会（中央公民館）

049-292-3223TEL

049-292-5110FAX
kyouiku3@town.ogose.saitama.jpMAIL

第 630 号

第３回越生町パークゴルフ大会

あいさつ運動強調週間
春休み明けのあいさつ運動は、４月８日（火）

～14 日（月）の登校日に実施します。

日　　時　４月24日（木） 予備日 ５月１日（木）
受　　付　午前８時30分～　
開 会 式　午前９時～
場　　所　越生町パークゴルフ場
参加資格　町内在住・在勤または、パークゴルフ場

整備ボランティア活動参加者の方
参 加 費　１人500円（賞品あり、申込み時集金）
　　　　　※申込み期間終了後、返金対応不可
募集人数　48人（申込順）
ル ー ル　18ホール制　ハンデ女性 ３
申 込 み　３月６日（木）～３月31日（月）までに中央

公民館窓口にて申込
　　　　　（平日午前９時～午後５時）
主　　催　越生町パークゴルフ場運営委員会
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線508

　地域ぐるみで元気なこどもを育てる気風を高める
ため「あいさつ運動」を実施しており、小中学校の長
期休み明けの１週間を「あいさつ運動強調週間」とし
ております。
　登下校時のこどもたちを温かく見まもり、地域の
皆さんからの「あいさつ」「お声かけ」のご協力をお
願いいたします。
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線509

　越生町青少年相談員協議会・越生町コミュニティ
協議会・梅の里おごせ子どもサポート協議会では、
「ふるさとをみんなできれいにしよう！」を合言葉に
「クリーンハイク」を開催します。
　ゴミ拾いをしながら、春の景色も楽しんでみません
か。親子や友だち同士で、ぜひ、ご参加ください。
日　　時　３月16日（日）　※雨天中止
受　　付　午前９時（午前９時30分出発）
集合場所　道灌パーク
コ ー ス　道灌パーク
　　　　　　　  ～越生梅林
対　　象　どなたでも参加できます。
用　　意　汚れてもよい服装
　　　　　※軍手・ゴミ袋は用意します。
そ の 他　傷害保険には加入しませんので、ケガに
　　　　　は注意してください。
あ越生町青少年相談員協議会事務局
　 梅の里おごせ子どもサポート協議会事務局
　　（生涯学習課内）う内線508
あ越生町コミュニティ協議会事務局
　　（企画財政課内）う内線223

日　時　３月23日（日）午後０時30分～３時
場　所　中央公民館　１階ロビー
対　象　中学生以下のこども
　　　　※未就学児は保護者同伴でお願いいたします。
　　　　ご家族の方もぜひ一緒にご参加ください！
内　容　プラバンでアクセサリーや、キーホルダーを

作ります。※工作の材料が無くなり次第、終
了となります。ご了承ください。

参加費　無料
持ち物　イベントカード、飲み物
申込み　当日、直接会場にお越しください。
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線508

クリーンハイクで町をきれいに！

ひまわりこども室 プラバン工作
～ ｢図書館人形劇と映画のつどい｣ 同日開催～

第16 回町民親善グラウンドゴルフ大会
日　　時　４月５日（土） 予備日 ４月12日（土）

受　　付　午前８時～　　

開 会 式　午前９時

場　　所　上谷農村公園グラウンド

参加資格　町内在住・在勤の方

参 加 費　１人500円（申込み時集金）

募集人数　96人（申込順）

申 込 み　３月３日（月）～３月17日（月）

　　　　　に中央公民館まで

　　　　　（平日午前９時～午後５時）

あグラウンドゴルフ連盟　戸口 昭一
　う090-4380-8575
あ生涯学習課　生涯学習担当　う内線506
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図書館
コーナー

あ越生町立図書館　う 292-6116
か http://www.town.ogose.saitama.jp

今月のおすすめ今月のおすすめ

梅
の
里

文

　
芸

短 

歌

俳 

句
川 

柳

畑中 章宏 著
大事なことは主流にな
らぬことだ。“日本資本
主義の父”渋沢栄一の孫
で、民俗学者･宮本常一
の支援者であった渋沢
敬三。多彩な顔を持つ
巨人の全貌と、その思想

の<非主流性>を描き出す。黒山地内に建
てられた『渋沢平九郎自決の地』の碑の
揮毫者でもある。

埼玉県全63市町村・さい
たま市10区、すべてのま
ちの自慢や魅力にスポッ
トを当てるガイドブック。
“見てよし、食べてよしの
｢梅｣の町”、“梅の香り漂う
里･越生”として、名所や史
跡、特産品のほかグルメ

スポットなどが４ページにわたって紹介され
ている。

傍流の巨人渋沢敬三

るるぶまちといろ埼玉
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JTB パブリッシング 出版

図書館の開館時間
火曜日～日曜日:午前9時30分～午後5時30分

３月３日（月）、10日（月）、17（月）、
20日（木･祝）、24日（月）、31日（月）、
４月７日（月）

【3月1日～4月10日の休館日】

日　時　3月22日（土）
　　　　午後１時30分～３時
※上の催し物は、図書館２階会議室、　 
   申込不要、参加自由。

日　時　３月1日（土）、４月５日（土）　　　　
　　　　午前10時～11時

◆3月・4月のおはなし会◆◆3月・4月のおはなし会◆

◆3月の「本に親しむ会」◆◆3月の「本に親しむ会」◆

日　時　３月15日（毎月第３土曜日）
　　　　午前10時～正午
場　所　図書館２階第１閲覧室
講　師　近藤 悦啓 氏（文化史研究者）
　　　　※お申し込みは図書館まで

★論語を楽しむ会にご参加を★

古文書入門講座にご参加を !
日　時　3月22日（毎月第４土曜日）午前10時～正午
場　所　図書館２階第１閲覧室
講　師　間々田 和夫 氏（近世史研究者・『越生の歴史』執筆者）

「万葉集を楽しむ会」を開講しています

★３月 23 日 ( 日 )
　 「人形劇」と「映画のつどい」を開催！★

※上の講座は随時、図書館窓口または電話で受付します
あ図書館　う292-6116

日　時　3月1日（第１土曜日）午前10時～正午
場　所　図書館２階第１閲覧室
講　師　近藤 悦

よ し ひ ろ

啓 氏（文化史研究者）        

【人形劇】
時　間　午前10時から
場　所　中央公民館和室
内　容　「３まいのおふだ」､「パクパク」ほか
演　者　人形劇団オッペの皆さん

【映　画】
時　間　・午前11時15分から「鬼滅の刃 ２」（こども向け）
　　　　・午後１時30分から「ラーゲリより愛を込めて」（おとな向け）
場　所　視聴覚ホール

【プラバン工作】
時　間　午後０時30分から（材料がなくなり次第終了）
場　所　中央公民館１階ロビー

◇　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇
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く
ら
し
の
1
1
0
番

町
民
相
談

ち
ょ
う

み
ん

そ
う

だ
ん

　「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
ス

ク
）」
と
は
、
定
め
ら
れ
た
料
金
を
定
期

的
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
一
定
期
間
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と
な

る
こ
と
で
す
。

　
一
度
契
約
を
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
く
て
も
、
解
約
し
な
い

限
り
自
動
的
に
料
金
が
発
生
し
た
り
、

無
料
体
験
等
に
申
し
込
ん
だ
り
し
た
際

は
、
無
料
期
間
中
に
解
約
し
な
い
と
、

有
料
サ
ー
ビ
ス
に
自
動
的
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

１
「
無
料
体
験
」「
無
料
お
試
し
期
間
」

の
広
告
・
表
示
を
き
っ
か
け
に
サ
ブ
ス

ク
に
申
し
込
む
場
合
は
、
契
約
・
解
約

条
件
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
ま

し
ょ
う
。
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
か
ら
登
録

す
る
場
合
、
最
終
確
認
画
面
を
必
ず
確

認
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
し
て

お
く
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
際
に
、
申
し
込

み
内
容
等
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。

２
ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
入
力
は
慎
重
に
行

い
、
設
定
し
た
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
解

約
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

３
解
約
手
続
き
が
完
了
し
な
い
と
契
約

は
継
続
し
、
利
用
料
が
発
生
し
ま
す
。

解
約
す
る
と
き
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
解
約
手
続
き
の
方
法
を
確
認

し
、
解
約
で
き
て
い
る
か
心
配
な
場
合

は
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

４
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
明
細
は
毎
月

確
認
し
、
利
用
し
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク

の
支
払
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
し
た
覚
え
が
な
い
、
解
約
で

契
約
し
た
覚
え
が
な
い
、
解
約
で

き
て
い
な
か
っ
た
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

き
て
い
な
か
っ
た
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
」
に
注
意
！

シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
」
に
注
意
！

消費者被害を防ぎましょう地域包括支援センターから
こんにちは！

　高齢者・障がい者の消費者被害は発見が遅れ、
深刻な被害になりがちです。
　もし、消費者被害に遭ってしまった場合は、早期
の対応が、被害を最小限に抑え、回復への第一歩
となります。あきらめたり、事態を放置したりする
ことで、さらなる被害につながってしまう可能性も
あります。
　周囲の方に消費者被害に遭っている様子が見られ
たり、本人から相談をされたときは、頭ごなしに否
定したり決めつけたりせず、さりげない声掛けや世
間話をしながらゆっくりと状況を聞きましょう。会
話をしていくうちに心を開いていくことがあります。
　「おかしいな、こんなはずじゃなかった」と思っ
たときは、一人で抱え込まず、すぐに信頼できる人
や消費生活センター等の関連機関に相談をしてく
ださい。

【高齢者・障がい者の消費者被害の特徴】
１.被害にあっていることに気づきにくい
２.悪質事業者が狙う高齢者の「お金」「健康」「孤独」
の３つの不安

３.65歳以上の相談１件当たりの平均既支払い金額
は、65歳未満の約３倍

　
参考：消費者庁「高齢者・障がい者の消費者トラブル　

見守りガイドブック」

消費者ホットライン
局番なし　「188」
お近くの消費生活センターをご案内します。

▼
弁
護
士
相
談

日 

時
　
３
月
21
日
㈮
　
午
前
10
時

～
正
午

場
所
　
2
0
3
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

　う
内
線
２
１
７

▼
司
法
書
士
相
談

日 

時
　
３
月
５
日
㈬
　
午
前
10
時

～
正
午

場
所
　
２
０
３
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当
　
　
　
　
　

　う
内
線
２
１
７

▼
行
政
相
談

日
時
　
３
月
21
日
㈮
　
午
前
10
時

～
正
午

場
所
　

2
０
１
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

あ
総
務
課
　
地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

　う
内
線
２
１
７

▼
消
費
生
活
相
談

日 

時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
前

10
時
～
正
午
（
新
規
の
相
談
は

11
時
30
分
ま
で
）

場
所
　
産
業
観
光
課
窓
口

※
電
話
相
談
あ
り

あ
産
業
観
光
課
　
観
光
商
工
担
当

　う
内
線
１
４
７

▼
年
金
相
談

日 

時
　
平
日
お
よ
び
土
曜
日
の
開
庁

時
間(

予
約
不
要)

場
所
　
町
民
課
窓
口

あ
町
民
課
　
国
保
年
金
担
当

　う
内
線
１
２
３

▼
子
育
て
相
談

日 

時
　
平
日
お
よ
び
土
曜
日
の
開
庁

時
間(

予
約
不
要)

場
所
　
子
育
て
支
援
課
窓
口

あ
子
育
て
支
援
課
　
子
ど
も
担
当 

　

　う
内
線
１
６
２

▼
教
育
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内(

予
約

不
要)

場
所
　
中
央
公
民
館
相
談
室

あ
学
務
課
　
学
務
担
当

　う
内
線
５
０
３

▼
く
ら
し
の
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内(

予
約

不
要)

場
所
　
総
務
課
窓
口

あ
総
務
課
　
庶
務
担
当

　う
内
線
２
１
２

▼
健
康
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予
約

不
要
）

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

あ
保
健
セ
ン
タ
ー

　う
２
９
２
‐
５
５
０
５

▼
介
護
の
相
談

日 

時
　
平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予
約

不
要
）

場
所
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　う
２
９
２
‐
５
５
０
５
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３月の月例ハイキング

あ産業観光課　観光商工担当　う内線１４7

下段はゴミと資源の収集日
 （Ａ地区＝八高線西側、Ｂ地区＝八高線東側）
可燃：可燃ごみ、不燃･有害：不燃ごみ･有害ごみ、びん缶：びん類･かん類、
紙･布：紙類・布類、ペット：ペットボトル、プラ：その他容器包装プラスチック　
可燃ごみ／埼玉西部クリーンセンター  う２９８-１６００
不燃ごみ・資源ごみ（紙・布類を除く）／川角リサイクルプラザ  う２９４-４１１５
粗大ごみ／戸別有料収集受付専用ダイヤル  う２７６-３３５５

越生梅林コース（約10km）

※越生町健康マイレージ事業の対象(月に1度の押印・10Ｐ)になります。
※受付時に月例ハイキングの参加カードとマイレージのカードをお持ちください。
※参加申込票の記入にご協力ください。

ご都合にあわせ、お好きな日にお歩きください。

午前８時30分～９時  越生駅西口総合案内所
午前９時～午後５時　越生町観光案内所オーティック
越生駅→世界無名戦士之墓→大高取山→うめその梅の

駅→越生梅林→田代三喜生地→越生駅

受　付

コース

― 春の訪れを感じよう ―
　　　　 3月の納税（3月31日まで）

※バーコード印字のある納付書は、指定期限内に限りコンビニやスマホ決済
アプリでの納付に使用できます。スマホ決済アプリでは、「いつでも」「どこ
でも」スマホを使って納税ができます。詳しくは納付書をご覧ください。

あ税務課　収税担当　う内線１３２

町 　 県 　 民 　 税
国 民 健 康 保 険 税　

随 時 期
随 時 期

 〇ま＝まなびあい（22ページ）、〇保＝保健（17ページ）、〇相 ＝相談（24ページ）、〇す＝すくすく（17ページ）、〇図＝図書館（23ページ）

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
3/1

〇土曜開庁（午前）
〇図おはなし会
〇図万葉集を楽しむ会
●ひまわりこども室

2 3 4 5 6 7 8
●ひまわりこども室 〇すあそぼう会

〇保生活習慣病健康相談
〇図休み

〇相司法書士
〇相消費生活相談
●リフレッシュ体操

●リフレッシュ体操 〇保育児相談
〇相消費生活相談

〇土曜開庁（午前）
●ひまわりこども室

A 可燃
B 他プラ

A 不燃・有害
B 可燃 

A 紙・布
B 

A 可燃
B 不燃・有害

A 他プラ
B 可燃

9 10 11 12 13 14 15
●ひまわりこども室 〇保健康相談

〇図休み
〇保発育相談
〇相消費生活相談

〇す出前保育
●リフレッシュ体操

〇相消費生活相談
●オレンジカフェ

〇土曜開庁（午前）
〇図論語を楽しむ会
●ひまわりこども室

A 可燃
B びん缶・プラ

A ペット
B 可燃

A
B 紙・布

A 可燃
B ペット

A びん缶・プラ
B 可燃

16 17 18 19 20 21 22
〇まクリーンハイク
●ひまわりこども室

〇保健康相談
〇図休み

〇相消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇図休み
●ひまわりこども室

〇相弁護士・行政相談
〇相消費生活相談

〇土曜開庁（午前）
〇図古文書入門講座
〇図本に親しむ会
●ひまわりこども室

A 可燃
B 他プラ

A 不燃・有害
B 可燃

A 紙・布
B 

A 可燃
B 不燃・有害

A 他プラ
B 可燃

23 24 25 26 27 28 29
〇まプラバン工作
●図書館人形劇と
　映画のつどい
●ひまわりこども室

〇保健康相談
〇図休み

〇相消費生活相談 〇保育児相談
〇すあそぼう会
●リフレッシュ体操

〇保献血
〇相消費生活相談

〇土曜開庁（午前）
●ひまわりこども室

A 可燃
B びん缶・プラ

A ペット
B 可燃

A 
B 紙・布

A 可燃
B ペット

A びん缶・プラ
B 可燃

30 31 4/1 2 3 4 5
●ひまわりこども室 〇保栄養相談

〇図休み
〇相消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇保乳児健康診査
●リフレッシュ体操

〇相消費生活相談 〇土曜開庁（午前）
〇ま第16回町民親善
　グランドゴルフ大会
〇図おはなし会
●ひまわりこども室

A 可燃
B 他プラ

A 
B  

A 
B 

A 
B 

A 
B  

3月の　　　　カレンダー町のイベント＆
ごみ・資源収集
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防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

T
E
L
0
8
0
0
－8
0
0
－8
0
9
9

うち外国人

総人口
男　性
女　性
世帯数

201人 
78人

123人
168世帯

 10,736人（−21人）
 5,328人（  −6人）
 5,408人（−15人）
 5,127世帯（  ＋1世帯） 

※�外国人世帯には、日本人との混合世帯44世帯
が含まれています。

　広報担当が撮影して、掲載された写真
は、本人またはご家族に限り、無料で差
し上げます（プリントサイズは Lサイ
ズ）。ご希望の方は総務課まで。

あ総務課　地域支援・防災安全担当
　う内線217

№
773

■
令
和
７
年
３
月
１
日

■
発
　
行
　
越
生
町
役
場

■
発
行
人
　
越
生
町
長
　
新
井
康
之

■
編
　
集
　
越
生
町
役
場
総
務
課

〒
350－0494　埼

玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
越
生
900－2

TEL
049－292－3121　

FA
X
049－292－5400

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
TEL0800－

800－
8099

人口＆世帯 2 月１日現在
（ ）は前月比　

すすくくすすくくキキッッズズ

※掲載を希望する方は「すくすく」へご連絡ください。

長
島
波
瑠
く
ん(

１
歳
８
ヶ
月)

外遊びが大好きなはるくん！
元気に大きくなってね。

OGOSE  ART  MUSEUM   ＠梅園小学校

｢ゆかいなムカデたち｣
３年　糸

い と や
谷　澄

と う ま
瞳さん

｢タイム４ホーリー｣
４年　関

せ き ね
根　柚

ゆ ず き
樹　さん

おごせの一枚

あとがき
　２月も１月に引き続き寒い日が続きます。こどもの頃は、雪予報が
されるとわくわくしていましたが、大人になると積もらないか心配になっ
てしまいます。（笑）
　今回は特集（ハンド＆ハンド）にて「男女共同参画視点の防災」に
ついて特集をさせていただきました。広報制作にあたり避難所での生
活について調べていると、女性の声だけでなく、高齢者や外国人、障
害のある方の意見等も大切なのだと改めて実感しました。３月８日に
は越生町男女共生フォーラムが開催されますので、「男女共生について
もっと知りたい」と思った方はぜひ参加してみてください！防災の知識
はもちろんですが、男女共生の世界観が変わるかもしれません！【秋山】

広
報
お
ご
せ
は
再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

さくらの山ライトアップ


